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は
じ
め
に

　

我
々
は
、
昨
年
度
よ
り
「『
山
槐
記
』
本
文
テ
キ
ス
ト
の
基
礎
的
研
究
」
と
い
う

課
題
に
つ
い
て
共
同
研
究
を
行
い
、
藤
原
忠
親
の
日
記
『
山
槐
記
』
の
テ
キ
ス
ト
再

建
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
、
そ
の
写
本
の
調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、『
山
槐
記
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
史

料
大
成
本
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
大
正
年
間
に
、
江
戸
時
代
の
写
本
を
底
本

と
し
て
翻
刻
し
た
史
料
通
覧
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
新

写
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
不
適
切
な
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
原
本
や

古
写
本
で
闕
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
は
ど
の
写
本
に
よ
る
べ
き
か
を
判
断
す
る

に
は
、
新
写
本
の
系
統
に
つ
い
て
追
究
す
る
こ
と
が
不
可
闕
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ

の
結
果
と
し
て
、
全
体
と
し
て
の
底
本
を
新
写
本
と
す
る
こ
と
は
他
の
記
録
で
も
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
史
料
通
覧
・
史
料
大
成
は
、
そ
こ
ま
で
写

本
系
統
に
関
す
る
見
極
め
を
お
こ
な
っ
た
上
で
翻
刻
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
史
料
大
成
本
が
用
い
ら
れ
続
け
て
い
る
こ
と
に
、
現

状
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
。『
山
槐
記
』
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期

に
か
け
て
の
記
録
の
中
で
も
、
か
な
り
重
視
さ
れ
て
き
た
記
録
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
が
、『
山
槐
記
』
を
用
い
て
の
研
究
は
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
は
い
る

も
の
の
、『
山
槐
記
』
自
体
の
研
究
は
、
史
料
通
覧
・
史
料
大
成
の
段
階
か
ら
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
良
質
な
テ
キ
ス
ト
復
原
の
た
め
、「
ど
の
時
期
の
記
事
が
ど
の
写
本
に

あ
り
」、「
ど
の
部
分
は
ど
の
写
本
に
よ
る
べ
き
か
」
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
、
ま
ず
本
共
同
研
究
の
当
面
の
目
標
と
す
る
こ
と
と
し
た
。『
山
槐
記
』
は
、

原
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
と
ま
っ
た
古
写
本
も
な
い
。
ま
た
新
写
本

も
、
そ
の
系
統
が
明
確
で
な
い
も
の
が
多
い
の
だ
が
、
ま
ず
は
古
写
本
か
ら
調
査
を

進
め
て
い
っ
た
。
そ
の
際
、
日
次
記
や
別
記
・
抜
書
と
い
っ
た
『
山
槐
記
』
と
し
て

の
写
本
だ
け
で
な
く
、
部
類
記
な
ど
に
収
め
ら
れ
た
『
山
槐
記
』
の
逸
文
に
も
可
能

な
限
り
目
を
配
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
新
写
本
が
、
た
と
え
取

り
合
わ
せ
本
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
部
分
は
ど
う
い
っ
た
系
統
に
遡
る
の
か
、
推
測
す

る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
写
本

の
系
統
関
係
を
正
確
に
把
握
す
る
に
は
、
古
写
本
の
所
在
を
可
能
な
限
り
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
そ
の
前
提
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
１
）

史
料
紹
介

『
山
槐
記
』
古
写
本
の
解
題
と
翻
刻
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二
〇
一
五
年
度
の
活
動
で
は
、
こ
の
現
存
す
る
古
写
本
の
把
握
と
、
そ
の
調
査
、

研
究
に
重
点
を
お
い
た
た
め
、
新
写
本
の
調
査
、
分
析
は
、
ま
だ
部
分
的
な
も
の
に

と
ど
ま
り
、
各
写
本
の
系
譜
関
係
な
ど
に
関
す
る
見
通
し
を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
到
っ

て
い
な
い
。

　

こ
う
い
っ
た
現
状
か
ら
、
本
稿
で
は
、
最
初
に
『
山
槐
記
』
の
日
次
記
や
別
記
、

抜
書
、
そ
れ
に
『
山
槐
記
』
の
記
事
の
み
か
ら
な
る
部
類
記
（
以
下
本
稿
で
は
、
山

槐
記
単
独
部
類
記
と
称
す
る
）
の
古
写
本
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
複
数
の
記
録
か
ら

構
成
さ
れ
る
部
類
記
の
古
写
本
に
も
、『
山
槐
記
』
の
重
要
な
逸
文
を
含
む
も
の
が

少
な
く
な
い
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
本
稿
で
は
略
述
す
る
に
と
ど
め
、
詳
細
は

本
共
同
研
究
の
報
告
書
に
て
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
後
半
で
は
、
日
次

記
の
古
写
本
の
一
つ
で
あ
る
、
田
中
教
忠
旧
蔵
の
永
万
元
年
六
月
記
の
翻
刻
を
、
明

治
二
十
年
九
月
に
作
成
さ
れ
た
影
写
本
を
底
本
と
し
て
行
う
（
古
写
本
そ
の
も
の
で

は
な
く
影
写
本
を
底
本
と
し
た
の
は
、
翻
刻
許
可
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
他

意
は
な
い
）。

　

な
お
、
ま
ず
「
は
じ
め
に
」
か
ら
解
題
部
分
は
石
田
が
、
翻
刻
部
分
は
尾
上
が
素

案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に
メ
ン
バ
ー
四
名
で
協
議
を
行
っ
た
上
で
成
稿
し
た
の

が
本
稿
で
あ
る
。

　
　
　
　
古
写
本
解
題

（
一
）
日
次
記

　

二
〇
一
六
年
七
月
現
在
で
把
握
し
て
い
る
『
山
槐
記
』
古
写
本
の
う
ち
、
日
次
記

の
体
裁
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
所
収
年
月
日
の
古
い
順
に
掲
出
す
る
と
、
左
記
の
如

く
で
あ
る
（
以
下
、
掲
出
順
は
、
い
ず
れ
も
所
収
年
月
日
の
古
い
順
と
す
る
）。

①
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
山
槐
記
』
久
寿
元
年
同
二
年
記
、
一
冊

　

函
架
番
号
は
古
一
八
―
三
五
五
。
原
本
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
写
真
に
よ
る
限
り

で
は
、
袋
綴
の
冊
子
本
で
、
表
紙
を
除
き
全
五
十
一
丁
。
第
一
丁
裏
左
下
に
印
文
「
日

本
／
政
府
／
図
書
」
の
方
形
印
一
顆
、
第
二
丁
表
右
下
に
印
文
が
「
隆
／
典
」
か
と

思
わ
れ
る
陰
刻
方
形
印
一
顆
あ
り
。
後
者
を
「
隆
／
典
」
と
判
読
し
て
間
違
い
な
い

と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
前
期
の
油
小
路
家
の
当
主
隆
典
の
蔵
書
印
と
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
第
三
丁
表
右
上
お
よ
び
第
四
十
九
丁
裏
の
奥
書
の
直
ぐ
左
に
印
文
「
日

本
／
政
府
／
図
書
」
の
方
形
印
各
一
顆
が
あ
り
、
旧
裏
表
紙
と
思
し
い
第
五
十
丁
の

裏
左
下
に
印
文
不
明
の
陰
刻
方
形
印
一
顆
が
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
述
べ

る
だ
け
の
余
裕
が
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
油
小
路
家
で
は
、
伝
来
の
経
路
は
明
確
で

は
な
い
も
の
の
、
忠
親
の
後
裔
で
あ
る
中
山
定
親
が
書
写
し
た
『
山
槐
記
』
や
、
定

親
の
記
録
で
あ
る
『
薩
戒
記
』
の
原
本
を
蔵
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
し
ら
れ
て
い

る
。

　

新
補
表
紙
の
左
上
に
打
付
で
「
深
山
記
」
と
の
外
題
が
記
さ
れ
、
そ
の
直
ぐ
右
の

貼
紙
に
、「
深
山
記
自
久
寿
元
年
至
二
年
」
と
の
外
題
も
あ
る
。
ま
た
、
第
二
丁
表
左
に
、

　
　
　
　
　
元
年
春
夏

秋
冬　
　
　
　
　
　
　
　

深
山

　
　

久
寿

　
　
　
　
　
二
年
春
夏

秋
冬

と
の
内
題
が
あ
り
、
こ
れ
は
中
山
定
親
自
筆
の
旧
外
題
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
十
九
丁
裏
に
、

　
　

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　
　

■
■
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議
左
近
中
将
藤
（
花
押
）

と
の
奥
書
が
あ
る
が
、
署
名
部
分
を
除
き
抹
消
さ
れ
て
い
る
理
由
は
未
詳
。
墨
滅
さ

れ
た
文
字
は
、
写
真
で
は
全
体
を
判
読
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
新
写
本
を
参
照
す

る
に
、
本
来
は
左
記
の
よ
う
な
奥
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

永
享
二
年
十
月
十
四
日
、
以
蔵
人
右
少
弁
政
光
本
書
写
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議
左
近
中
将
藤
（
花
押
）

　

本
書
は
、
筆
跡
な
ど
か
ら
全
体
が
中
山
定
親
の
書
写
と
思
わ
れ
る
が
、
書
写
時
期

仁
平
四

于
時
五
位
蔵
人
左
衛
□
□
〔
門�

佐
〕（

中
山
定
親
）

（
中
山
定
親
）
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は
、
抹
消
以
前
の
奥
書
に
あ
る
が
如
く
、
永
享
二
年
十
月
十
四
日
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　

第
二
丁
裏
の
中
央
よ
り
や
や
左
に
、
定
親
筆
で
左
記
の
如
き
記
載
あ
り
。

　
　

十
月
廿
八
日
改
仁
平
四
年
爲
久
寿
元
年
、

　

半
丁
ほ
ぼ
十
行
で
、
首
書
が
多
数
あ
る
。
各
丁
裏
の
奥
下
に
丁
付
が
あ
る
よ
う
で
、

写
真
で
は
「
四
十
一
」・「
四
十
三
」・「
四
十
九
」
な
ど
が
確
認
で
き
る
。

　

な
お
、
本
記
の
新
写
本
に
は
、

　
　

�

此
山
槐
記
、久
寿
元
年
、

同　

二
年
、
以
左
衛
門
督
隆
典
卿
家
宝
之
本
書
写
之
、
努
々
不
可
有

外
見
者
也
、

　
　
　

享
保
二
年
六
月
八
日　

従
二
位
藤
（
花
押
）

と
い
う
奥
書
を
有
す
る
も
の
が
あ
り
、
蔵
書
印
と
合
わ
せ
、
本
書
が
油
小
路
家
に
伝

来
し
た
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
中
山
定
親
が
書
写
し

て
以
降
、
油
小
路
家
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
経
緯
は
未
詳
で
あ
る
。

②
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
『
保
元
元
年
三
月
記

抄
』
一
巻

　

函
架
番
号
は
Ｈ
―
六
三
―
七
三
一
。
新
補
表
紙
の
貼
紙
に
、

　
　

保
元
元
年
三
月
記　
自
五
日
（
？
）至
廿
四
日

首
尾
闕
（
五
日
至
廿
四
日
尾
闕
）　　
　
　

一
巻

　
　
　
　

「
綴
合
も
と
の
ま
ゝ
」

と
の
外
題
が
あ
る
。
鎌
倉
期
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
写
本
で
あ
る
が
、
破
損
箇
所
が

多
い
。
そ
の
上
、
全
く
系
統
を
異
に
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
本
書
の
系
統
に
連
な
る

と
し
て
も
、本
書
の
破
損
が
進
行
す
る
以
前
に
転
写
さ
れ
た
写
本
を
祖
と
す
る
の
か
、

本
書
の
闕
損
箇
所
を
補
い
得
る
新
写
本
が
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
採
り
上

げ
る
日
次
記
の
古
写
本
の
中
で
は
、
唯
一
、
当
該
箇
所
を
翻
刻
す
る
場
合
に
、
底
本

で
は
な
く
、
対
校
本
の
中
の
最
も
重
視
す
べ
き
写
本
、
と
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
と

思
わ
れ
る
写
本
で
あ
る
。

③
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
山
槐
記
』
保
元
三
年
秋
記
、
一
巻

　

函
架
番
号
は
伏
―
六
四
四
。
本
紙
は
全
二
十
七
紙
。
第
一
紙
右
上
に
印
文
「
図
書

／
寮
印
」
の
方
形
朱
印
一
顆
あ
り
。

　

新
補
表
紙
の
貼
紙
に
、

　
　

山
槐
記　
保
元
三
年
七
―
九
月

と
の
外
題
が
あ
り
、
ま
た
、

　
　

□
元
三
年　
　
　
　
　
　
　
　

山
槐

と
の
端
裏
書
が
あ
る
。

　

鎌
倉
期
の
書
写
と
さ
れ
る
。
横
界
あ
り
。
天
地
各
一
本
。
た
だ
し
、
第
七
紙
と
第

八
紙
と
の
紙
継
目
な
ど
、
界
線
の
ず
れ
る
箇
所
あ
り
。
界
高
は
約
二
三
・
八
糎
。
首

書
が
あ
り
、
や
や
薄
い
墨
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
校
正
注
記
も
あ
る
が
、

こ
れ
に
も
首
書
と
同
じ
墨
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

④
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
『
山
槐
記
』
応
保
元
年
十
二
月
記
、
一
巻

　

函
架
番
号
は
特
き
三
（
黒
皮
）。
現
状
は
巻
子
本
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
も
と
冊

子
本
か
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
見
返
し
左
下
に
、
印
文
「
梶
原
謙
吉
寄
贈
本
」（「
梶
原

謙
吉
」
の
四
文
字
は
墨
書
）
の
方
形
印
一
顆
、
印
文
「
京
都
／
帝
国
大
学
／
図
書
之

印
」
の
方
形
印
一
顆
、
楕
円
形
の
登
録
印
一
顆
が
あ
る
。

　

ま
た
、
表
紙
に
打
付
で
、

　
　

応
保
元
年
記

と
の
外
題
が
あ
る
。

　

書
写
者
は
、
明
証
は
な
い
が
、
筆
跡
か
ら
中
山
定
親
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
文
は
、
天
地
を
中
心
に
闕
損
箇
所
が
多
い
も
の
の
、
新
写
本
に
こ
れ
を
補
い
得

る
も
の
は
ま
だ
見
出
せ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
部
分
の
ほ
と
ん
ど
の
新
写
本

は
、
本
書
、
し
か
も
闕
損
が
現
状
程
度
に
ま
で
進
ん
だ
段
階
に
お
け
る
本
書
を
祖
本

と
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　

紙
背
は
応
永
二
十
三
年
仮
名
暦
な
ど
で
あ
る
が
、
今
回
、
本
共
同
研
究
の
調
査
で
、

殘
闕
日
記
九

抄

（
朱
書
）

〔
保
〕

（
２
）
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尾
上
陽
介
・
遠
藤
珠
紀
が
そ
の
内
容
構
成
を
細
か
く
確
認
し
た
の
で
、
別
途
報
告
す

る
機
会
を
設
け
た
い
。

⑤
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
田
中
穰
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
『
山
槐
記
』
応
保
二
年

三
月
記
、
一
冊

　

函
架
番
号
は
Ｈ
―
七
四
三
―
一
七
〇
。
康
正
二
年
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
に
か
け

て
山
科
顕
言
が
、中
山
親
通
よ
り
借
り
請
け
て
書
写
し
た
と
さ
れ
る
写
本
で
あ
る
が
、

す
で
に
本
書
に
つ
い
て
は
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
細
は
省
く
。

⑥
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
『
山
槐
記
』
永
万
元
年
六
月
記
、
一
巻

　

函
架
番
号
は
国
史
別
置
古
文
書
六
九
。
正
長
元
年
十
月
十
日
に
中
山
定
親
が
、
当

時
勧
修
寺
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
写
本
を
底
本
と
し
て
転
写
し
た
写
本
。
本
書
に
つ
い

て
は
、
石
田
が
か
つ
て
そ
の
概
略
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。

⑦
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
山
槐
記
』
治
承
二
年
正
月
記
、
一
冊

　

原
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
写
真
に
よ
れ
ば
、
袋
綴
の
冊
子
本
か
。
函
架
番
号
は
Ｗ

Ａ
二
七
―
一
一
。
第
一
丁
裏
下
部
中
央
よ
り
や
や
左
に
、
印
文
「
為
／
継
」
の
方
形

印
一
顆
あ
り
。
中
山
庶
流
今
城
家
の
定
淳
は
、
そ
の
初
名
が
為
継
で
あ
り
、
彼
の
蔵

書
印
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
冒
頭
部
に
印
文
「
東
京
／
図
書
／
館
蔵
」
の
方

形
朱
印
一
顆
が
あ
る
。

　

ま
た
、
表
紙
左
上
に
打
付
で
、

　
　

山
槐
記

と
の
外
題
が
あ
り
、
表
紙
右
側
に
は
、

　
　

治
承
二
年

　
　
　

正
月 

一
日
至
廿
六
日

　

前
后
闕　
　

と
の
墨
書
が
あ
る
。
前
後
闕
で
、
日
付
が
み
え
る
の
は
「
二
日
丁
酉
」
か
ら
「
廿
六

日
辛
酉
」
ま
で
。
全
体
と
し
て
、
前
後
が
闕
け
て
い
る
以
外
は
保
存
状
態
は
よ
い
。

筆
跡
か
ら
し
て
中
山
定
親
の
書
写
と
み
て
ま
ず
間
違
い
な
か
ろ
う
が
、
そ
の
書
写
の

経
緯
な
ど
は
未
詳
。

　

包
紙
に
、

　
　

山
槐
記　
英
賀
室
直
清
抜　
　

 

一
冊

と
の
墨
書
が
あ
り
、
ま
た
、
元
禄
六
年
二
月
付
で
室
鳩
巣
（
直
清
）
が
記
し
た
添
紙

一
枚
が
附
属
す
る
。

　

以
上
が
現
在
確
認
で
き
て
い
る
『
山
槐
記
』
日
次
記
の
古
写
本
で
あ
る
が
、
一
つ

の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
①
・
④
・
⑥
・
⑦
と
七
点
中
四
点
が
中
山
定
親

の
作
成
し
た
写
本
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

い
ま
、
こ
の
四
本
に
加
え
、
新
写
本
に
み
え
る
本
奥
書
も
含
め
、
定
親
書
写
、
あ

る
い
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
奥
書
を
列
挙
す
る
と
、

○
久
寿
元
年
・
同
二
年
記　

→　

①
参
照
。

○
平
治
元
年
正
月
記

　
　

治
承
四
年
六
月
廿
五
日
、
未
刻
書
写
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
従
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
忠
季
判

　
　
　
　
　
　

翌
日
之
朝
校
合
了
、

　
　

建
久
四
年
十
月
十
五
日
、
巳
刻
書
写
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
従
々
五
位
上
藤
原
朝
臣
兼
季

　
　

応
永
廿
七
年
九
月
十
一
日
、
書
写
畢
、

　
　
　
　
　
　
　

于
時
蔵
人
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
中
将
藤
原
朝
臣
判

○
平
治
元
年
二
月
・
三
月
記

　
　

�
応
永
廿
七
年
八
月
十
六
日
、
書
写
之
畢
、
三
月
記
八
日
以
後
無
之
、件
本
無

之
也
、 

相

尋
所
在
之
本
、
逐
可
書
写
耳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
人
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
中
将
判
定
親

卿
也
、

（
３
）

（
４
）

（
５
）

本
云
、
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応
永
卅
三
、
四
、
十
、
一
見
了
、
判

○
永
暦
元
年
秋
記

　
　

応
永
廿
九
年
九
月
廿
八
日
、
於
灯
下
書
畢
、
追
可
令
校
合
而
已
、

　
　

一
見
了
、

○
永
暦
元
年
十
一
月
記

　
　

正
応
四
年
九
月
十
一
日
、
以
或
本
手
自
書
写
了
、

　
　
　
　
　

正
四
位
下
行
右
近
権
中
将
藤
原
朝
臣
判
生
年
廿

八
歳
、

　
　

応
永
廿
五
年
三
月
十
七
日
、
書
写
了
、

　
　

此
本
師
中
納
言
公
雅
卿
本
也
、

○
永
暦
元
年
十
二
月
記

　
　

応
永
廿
五
年
八
月
廿
九
日
、
前
大
外
記
入
道
常
経
筆
也
、俗
名

師
豊
、

○
応
保
元
年
四
月
記

　
　

応
永
廿
五
年
六
月
廿
三
日
、
写
終
了
、

　
　
　

一
見
了
、
不
能
改
直
僻
字
也
、
判

　
　
　

永
享
三
年
二
月
九
日
、
以
定
親
卿
本
書
写
之
上
、
可
校
伝
也
、（
花
押
影
）

○
応
保
元
年
秋
記

　
　

応
永
廿
五
年
六
月
十
五
日
、
書
写
了
、

○
応
保
元
年
十
二
月
記　

→　

④
参
照
。

○
永
万
元
年
六
月
記　

→　

⑥
参
照
。

○
治
承
二
年
正
月
記　

→　

⑦
参
照
。

○
文
治
元
年
秋
記

　
　

以
花
山
本
、
応
永
卅
二
年
後
六
月
十
四
日
、
書
終
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諫
議
大
夫
羽
林
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
見
了
、（
花
押
影
）

と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
応
永
年
間
の
本
奥
書
は
、
い
ず
れ
も
定
親
に
よ
る
も
の
と
断

定
、
あ
る
い
は
推
定
で
き
る
。
こ
れ
で
定
親
の
『
山
槐
記
』
書
写
を
網
羅
で
き
て
い

る
と
は
思
え
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
だ
け
で
も
、
書
写
の
時
期
に
も
、
ま
た
親
本
に
も
、

ば
ら
つ
き
が
目
立
つ
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
詳
細
は
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
と

し
た
い
が
、
鎌
倉
後
期
か
ら
室
町
期
の
中
山
家
で
は
、『
山
槐
記
』
だ
け
で
な
く
、

除
目
書
な
ど
多
く
の
蔵
書
を
、
他
家
に
抑
留
さ
れ
る
な
ど
し
て
失
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
定
親
は
、
家
祖
で
あ
る
忠
親
の
日
記
を
、
所
持
し
て
い
な

い
部
分
の
写
本
を
見
出
す
と
、
そ
の
度
に
借
り
請
け
る
な
ど
し
て
書
写
し
て
い
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
別
記
・
抜
書

　
『
山
槐
記
』
の
別
記
あ
る
い
は
抜
書
と
思
し
き
古
写
本
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う

な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑧
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
『
中
山
内
府
記
』
一
巻

　

函
架
番
号
は
Ｈ
―
六
〇
〇
―
二
四
五
で
、
旧
番
号
は
、
ち
函
二
三
。

　

端
裏
に
、

　
　

中
山
内
府
政
初
参
記
長
寛
二

于
時
参
議
、

と
の
外
題
が
あ
り
、
そ
の
直
ぐ
右
、
た
だ
し
裏
打
紙
の
貼
紙
に
「
十
一
」
と
の
墨
書

が
あ
る
。
ま
た
、
紙
継
目
の
紙
背
に
印
文
不
明
の
黒
丸
印
一
顆
が
あ
る
。
第
一
紙
を

除
き
、
各
紙
端
上
に
丁
付
が
あ
る
（「
二
」
～
「
十
二
」）。

　

紙
背
は
延
慶
二
年
仮
名
暦
で
、
あ
る
い
は
そ
の
頃
の
書
写
か
。
洞
院
家
旧
蔵
本
。

　

長
寛
二
年
三
月
二
十
七
日
、
忠
親
が
参
議
と
な
っ
て
初
め
て
参
仕
し
た
政
始
に
関

す
る
抜
書
と
思
し
い
。
こ
れ
と
は
無
関
係
の
記
事
も
若
干
含
ま
れ
る
の
で
、
別
記
と

い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

⑨
醍
醐
寺
所
蔵
『
孔
雀
経
法
記
』
一
帖

　

函
架
番
号
は
第
一
〇
五
函
第
一
八
号
（
四
）。
粘
葉
裝
。

本
云
、

〔
帥
〕

本
云
、

光
相
朝
臣
筆
、

本
云
、
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素
表
紙
の
左
に
打
付
で
、

　
　

孔
雀
経
法
北
院
御
室

治
承
二
年

中
右
記
抄
之

と
の
外
題
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
中
右
記
」
と
あ
る
の
は
、
本
来
「
中
山
御
記
」

と
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
つ
ま
り
「
山
御
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
右
」
と
誤
写
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
表
紙
を
貼
り
付
け
ら
れ
た
旧
表
紙
の
左
上
に
は
、
打
付
で
、

　
　

孔
雀
経
法
治
承
二
年

北
院
御
室

達
幸
記

と
あ
る
。
ま
た
、
裏
表
紙
見
返
し
に
、

　
　

正
安
四
年
八
月
五
日
、
於
釈
迦
院
抄
出
之
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
寺
末
資
（
花
押
）

と
あ
り
、
正
安
四
年
八
月
五
日
に
、
東
寺
僧
隆
勝
が
抄
出
し
た
写
本
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

押
界
が
あ
り
、
横
界
は
天
地
各
一
本
。
縦
界
は
半
丁
八
本
で
、
半
丁
を
七
行
に
区

切
る
。
一
行
十
四
字
前
後
。「
○
」
を
中
略
記
号
と
し
て
用
い
て
い
る
。

　

内
容
は
、
治
承
二
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
ま
で
の
記
事
か
ら
、
安

徳
天
皇
の
誕
生
に
際
し
て
御
産
御
祈
と
し
て
孔
雀
経
法
を
勤
仕
し
た
守
覚
法
親
王
に

関
す
る
部
分
を
抜
書
し
た
も
の
。
史
料
大
成
本
の
当
該
部
分
は
、
闕
失
箇
所
の
様
相

な
ど
か
ら
、
伏
見
宮
旧
蔵
の
『
御
産
部
類
記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
お

よ
び
大
倉
集
古
館
所
蔵
『
山
槐
記
残
闕
』）
を
祖
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
が
、こ
れ
と
本
書
と
は
相
互
に
重
な
ら
な
い
部
分
が
存
す
る
。し
た
が
っ

て
、
本
書
は
恐
ら
く
、
鎌
倉
後
期
に
は
ま
だ
伝
存
し
て
い
た
『
山
槐
記
』
の
日
次
記

か
ら
抜
書
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑩
大
正
大
学
所
蔵
『
蓮
華
王
院
御
塔
供
養
記
』
一
冊

　

近
年
、
大
正
大
学
が
購
入
し
た
写
本
で
、
南
北
朝
期
に
東
寺
僧
宏
寿
が
書
写
し
た

も
の
か
。
原
本
は
未
見
で
あ
る
も
の
の
、
三
浦
龍
昭
氏
に
よ
る
史
料
紹
介
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
文
冒
頭
に
「
山
槐
別
」
と
あ
り
、
治
承
元
年
十
二
月
十
七
日

に
蓮
華
王
院
に
お
い
て
行
わ
れ
た
塔
供
養
に
関
す
る
別
記
と
考
え
て
よ
い
。

　

な
お
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
『
蓮
華
王
院
供
養
部
類
記
』（
函
架
番
号
は

九
―
四
一
、
一
巻
）
は
鎌
倉
期
の
書
写
と
さ
れ
る
部
類
記
で
、『
山
槐
記
』
の
記
事

も
含
む
が
、
長
寛
二
年
十
二
月
三
日
・
十
四
日
・
十
七
日
条
、
寿
永
二
年
十
一
月
十

日
条
、
建
久
四
年
三
月
九
日
条
と
本
書
と
は
重
な
ら
ず
、
両
者
の
関
係
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
古
写
本
で
は
な
く
、
ま
た
、『
山
槐
記
』
で
あ
る
か
否
か
も
未
確
定
の

写
本
で
あ
る
が
、
①
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
も
の
を
一
つ
掲
げ
て
お
く
。

※
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
『
践
祚
記
』
一
冊

　

函
架
番
号
は
九
─
五
二
八
〇
で
、
袋
綴
の
冊
子
本
。
全
七
丁
で
墨
附
五
丁
。

　

薄
い
黄
土
色
の
表
紙
左
上
に
打
付
で
、

　
　

践
祚
記
後
白
河
院

と
の
外
題
が
あ
る
。
江
戸
中
期
の
写
し
と
さ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
江
戸
前
期
の
書
写

か
。

　

第
一
丁
表
・
第
一
丁
裏
と
第
六
丁
裏
～
第
七
丁
裏
は
空
で
、そ
の
他
は
半
丁
九
行
。

　

久
寿
二
年
七
月
二
十
三
日
条
と
同
月
二
十
四
日
条
か
ら
な
る
が
、
①
に
、

　
　

七
月
大
甲申
、

　
　
　
（
中
略
）

　
　

六
日
、
辛
亥
、

　
　

播
磨
介
入
道
入
滅
、
依
服
暇
籠
居
、

　
　

廿
三
日
、
戊
辰
、

　
　

天
皇
於
近
衛
殿
崩
御
、

　
　

廿
四
日
、
己
巳
、

　
　

有
譲
位
事
、
新
帝
御
所
高
松
殿
、

と
あ
る
の
が
、
本
記
の
二
十
三
日
条
に
「
依
服
仮
日
自
去
六
日
籠
居
」
と
あ
る
の
と

よ
く
対
応
す
る
。
ま
た
、
忠
親
の
兄
忠
雅
を
「
別
当
忠
―
」
と
表
記
す
る
の
が
、
諱

（
隆
勝
）

（
６
）

（
久
寿
二
年
）

播
磨
入
道
入
滅
依
服
暇
籠
居
事

天
皇
崩
御
事

譲
位
事



東京大学史料編纂所研究紀要　第27号　2017年３月　（　 ）82

を
完
全
な
形
で
記
す
の
を
憚
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
本
記
が
『
山
槐
記
』
の
別
記
で

あ
る
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
三
）
山
槐
記
単
独
部
類
記

　
『
山
槐
記
』
の
記
事
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
部
類
記
の
古
写
本
と
し
て
は
、
以
下

の
よ
う
な
諸
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑪
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
『
諸
院
御
幸
部
類
記
』
一
巻

　

函
架
番
号
は
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
四
四
で
、
旧
番
号
は
、
せ
函
二
。
紙
継
目
の
紙
背

に
印
文
不
明
の
黒
丸
印
が
あ
る
。

　

茶
色
の
表
紙
に
打
付
で
、

　
　

諸
院
御
幸
部
類
記　
　
　
　

山
槐
記

と
の
外
題
が
あ
り
、
こ
れ
は
後
西
院
宸
筆
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

　
　

□
□
□
□
保
元
已
来
、

□
□
始
在
此
内
、

と
の
端
裏
書
が
あ
る
。

　

巻
首
下
部
に
大
き
な
闕
損
が
あ
る
。
ま
た
、
最
終
紙
と
軸
付
紙
と
の
継
目
裏
上
部

に
「
山
槐
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。
紙
背
は
和
歌
懐
紙
で
、
前
和
泉
守
藤
原
某
の
「
春

日
同
詠
三
首
和
歌
」。

　

全
体
と
し
て
洞
院
実
凞
の
筆
跡
で
あ
り
、
こ
の
部
類
記
自
体
、
実
凞
が
編
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
平
治
元
年
四
月
二
十
五
日
条
冒
頭
の
「
賀
茂
祭
也
」

と
あ
る
部
分
に
「
此
儀
見
彼
部
」
と
い
う
傍
注
が
あ
り
、
ま
た
同
日
条
の
途
中
に
は

「
已
下
見

祭
部

」
と
い
う
細
字
双
行
注
が
み
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
も
と
も
と
『
山
槐
記
』

に
あ
っ
た
注
と
は
考
え
難
く
、
実
凞
が
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
実
凞
は
、

本
書
の
他
に
も
、『
山
槐
記
』
よ
り
賀
茂
祭
の
記
事
な
ど
を
部
類
し
た
「
賀
茂
祭
部
」

あ
る
い
は
「
祭
部
」
を
含
む
部
類
記
も
編
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

⑫
陽
明
文
庫
所
蔵
『
政
部
類
記
』
三
巻

　

函
架
番
号
は
、
十
五
函
文
書
の
う
ち
第
十
五
函
二
十
二
号
～
二
十
四
号
。
こ
れ
も

全
体
と
し
て
洞
院
実
凞
の
筆
跡
で
、
彼
が
編
ん
だ
部
類
記
と
思
し
い
。
な
お
、
こ
の

部
類
記
の
本
文
は
、『
洞
院
家
部
類
』
に
も
収
め
ら
れ
て
流
布
し
て
い
る
。

⑬
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
田
中
穰
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
『
山
槐
記
元
日
節
会
部

類
記
』
一
冊

　

函
架
番
号
は
Ｈ
―
七
四
三
―
一
七
一
。
袋
綴
の
冊
子
本
で
、
全
二
十
三
丁
。

　

表
紙
中
央
に
打
付
で
、

　
　

山
槐
記
元
日
節
会

部
類
記

と
の
外
題
が
あ
り
、
第
二
十
三
丁
表
の
奥
に
、

　
　

山
槐
記
元
日
節
会
部
類

と
の
奥
題
が
あ
る
。
ま
た
、
第
二
十
三
丁
裏
に
、

　
　

文
安
五
年
十
月
廿
七
日
、
申
出
洞
御
本
加
書
写
了
、

　
　
　
　
　
　
　

正
三
位
権
中
納
言
兼
右
衛
門
督
藤
原
朝
臣
判

　
　
　
　

一
校
了
、

　
　
　

�

享
徳
元
年
後
八
月
十
一
日
、
晩
頭
借
請
権
大
納
言
持
季
卿
、

本
、
同
十
三
日
、

朝
終
写
之
功
了
、
但
件
本
有
不
審
事
、
追
可
直
也
、

　
　
　
　
　
　
　

参
議
従
三
位
行
右
大
弁
藤
原
朝
臣
親
長

と
の
本
奥
書
・
奥
書
が
あ
り
、
享
徳
元
年
閏
八
月
十
一
日
に
甘
露
寺
親
長
が
書
写
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
奥
書
に
謂
う
「
洞
御
本
」、
す
な
わ
ち
「
旧
院
」

の
「
御
本
」
と
は
、
後
小
松
院
の
所
蔵
本
の
こ
と
か
。

　

半
丁
十
行
。
紙
背
文
書
あ
り
。
申
文
な
ど
。

　

本
書
の
細
字
双
行
注
な
ど
に
よ
り
、
本
書
と
一
連
の
山
槐
記
の
部
類
に
は
、「
拝

礼
部
」・「
小
朝
拝
部
」
な
ど
の
篇
目
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

な
お
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
押
小
路
家
旧
蔵
本
『
山
槐
記
元
日
節
会
部
類
記
』

〔
諸
院

 

御

幸
カ
〕〔

御
幸
〕

本
云
、

旧
院
也
、

持
季
卿
、
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一
冊
（
函
架
番
号
は
古
三
─
一
四
五
）
は
、
本
書
か
ら
の
忠
実
な
転
写
本
で
あ
る
。

⑭
立
命
館
大
学
図
書
館
所
蔵
西
園
寺
文
庫
本
『
除
目
部
類
記
　
山
槐
記
』
一
冊

　

函
架
番
号
は
Ｓ
Ｂ
二
一
〇
・
〇
九
七
／
Ｏ　

三
一
。
袋
綴
の
冊
子
本
で
、
全
四
十

一
丁
。
第
一
丁
裏
右
上
に
印
文
「
公
爵
西
園
寺
／
公
望
公
寄
贈
」
の
方
形
青
色
印
、

そ
の
左
に
印
文
「
立
命
館
／
図
書
館
／
図
書
印
」
の
方
形
朱
印
、
右
下
に
印
文
「
西

園
寺
文
庫
」
の
方
形
青
色
印
、
左
上
に
函
架
番
号
を
記
し
た
方
形
青
色
印
各
一
顆
あ

り
。

　

茶
色
の
表
紙
中
央
に
打
付
で
、

　
　

除
目
部
類
記
山
槐
記

大
略
直
廬

と
の
外
題
が
あ
る
。
ま
た
、
第
四
十
丁
裏
に
、

　
　

明
応
三
年
三
月
、
借
■
侍
従
亜
相
実
隆
、
本
書
写
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

蓮
空

と
の
奥
書
が
あ
り
、
明
応
三
年
三
月
に
蓮
空
、
す
な
わ
ち
甘
露
寺
親
長
が
、
三
条
西

実
隆
所
持
本
を
借
り
請
け
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

半
丁
ほ
ぼ
十
二
行
。
紙
背
文
書
が
あ
る
が
、
袋
綴
の
冊
子
本
で
あ
る
た
め
、
判
読

は
困
難
で
あ
る
。

　

本
書
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
が
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
柳
原
本
『
山
槐
記
除
目

部
類
』
二
冊
（
函
架
番
号
は
柳
─
四
一
三
）
で
、
本
書
は
柳
原
本
第
二
冊
の
後
半
に

ほ
ぼ
対
応
す
る
。
こ
こ
で
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
花
山
院
師
継
が
編

ん
だ
『
山
槐
記
』
の
除
目
部
類
が
あ
り
、
そ
れ
が
三
条
西
実
隆
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、

さ
ら
に
実
隆
書
写
本
を
親
長
や
柳
原
紀
光
な
ど
が
書
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

な
お
、
山
槐
記
単
独
部
類
記
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
目
録
の
断
簡
に
つ
い

て
触
れ
て
お
こ
う
。

※�

『
山
槐
部
類
記
目
録
第
七
非
常
』
断
簡
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家

伝
来
禁
裏
本
『
神
社
御
幸
部
類
記
』
二
冊
の
紙
背
）

　
『
神
社
御
幸
部
類
記
』
は
、
函
架
番
号
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
七
九
、
旧
番
号
は
、
せ

函
三
七
。
洞
院
実
凞
が
編
ん
だ
と
思
し
き
部
類
記
で
、
二
冊
と
も
袋
綴
の
冊
子
本
。

第
一
冊
は
『
中
右
記
』
の
、
第
二
冊
は
『
継
塵
記
』
の
記
事
が
部
類
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
い
ず
れ
も
『
洞
院
家
部
類
』
に
収
め
ら
れ
て
流
布
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
第
一
冊
第
八
丁
裏
の
紙
背
に
は
、

　
　

日
月
蝕
事 

付
御
祈
事

　
　
　

仁
平
二　

十
二　

十
六
今
夜
月
蝕
事
於
内
三
个
日
禅
侶
読
薬
師
経
事

　
　
　

同　

四　

五　
　

一　

日
蝕
事
於
御
殿
有
仁
王
経
御
読
経
事

　
　
　
　
　
　
　

同　
　

日　

同
御
祈
於
二
間
仁
王
講
事

　
　
　
　
　
　
　

同
十
五　
　

日
蝕
御
祈
仁
王
経
御
読
経
幷
仁
王
講
事�

十
六
日
結
願
事

と
あ
る
。
ま
た
、
第
二
冊
第
十
二
丁
表
の
中
央
に
、

　
　

山
槐
部
類
記
目
録
第
七 

非
常

と
の
墨
書
が
あ
る
も
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
冊
の
紙
背
に
は
、
袋
綴
の
冊

子
本
で
あ
る
た
め
、十
分
に
判
読
で
き
な
い
文
字
が
多
い
が
、「
流
人
事
付
宣
下
事
」・

「
雑
穢
事
」・「
火
事
々
」・「
兵
革
事
」・「
昇
殿
事
」・「
自
他
談
公
事
々
」・「
蔵
人
方

事
」・「
服
中
出
仕
事
」・「
逆
節
器
於
近
衛
将
軍
許
事
」・「
書
札
礼
事
」・「
除
服

事
」・「
法
事
々
」・「
物
詣
事
」・「
衣
裳
事
付
剣
帯
事
」・「
車
馬
事
」・「
興
遊
事
付
哥

楽
伝
受
事
」・「
神
事
」
と
い
っ
た
篇
目
名
が
確
認
で
き
る
。

　

洞
院
実
凞
が
『
神
社
御
幸
部
類
記
』
を
書
写
す
る
た
め
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
「
山
槐
部
類
記
目
録
第
七
非
常
」
も
実
凞
が
作
成
し
た
『
山
槐
部
類
記

目
録
』
の
反
古
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

山
槐
記
単
独
部
類
記
で
注
目
す
べ
き
は
、
洞
院
実
凞
が
、
目
録
も
附
属
さ
せ
た
か

な
り
大
部
の
も
の
を
作
成
し
て
い
た
と
思
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
⑬
に
よ
れ

ば
、
同
様
の
大
部
な
山
槐
記
単
独
部
類
記
が
他
に
も
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ

ら
自
体
の
伝
来
と
と
も
に
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
、
洞
院
家
な
ど
に
蔵
さ

れ
て
い
た
『
山
槐
記
』
の
写
本
の
行
方
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

請
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（
四
）『
山
槐
記
』
逸
文
を
含
む
部
類
記
な
ど

　

そ
の
他
、『
山
槐
記
』
の
逸
文
も
収
め
る
部
類
記
な
ど
の
古
写
本
に
つ
い
て
略
述

し
て
お
く
と
、

○
尊
経
閣
文
庫
本
『
暇
服
事
』
一
冊
。『
尊
経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
で
は
、
二

八
五
頁
所
掲
で
、
函
架
番
号
は
七
―
三
六
書
政
。
文
安
年
間
頃
の
書
写
か
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
『
殿
上
淵
醉
部
類
記
』
一
冊
。
函
架
番
号

は
四
一
五
―
二
六
九
。
延
徳
三
年
三
条
西
実
隆
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
『
元
秘
別
録
』
一
冊
。
函
架
番
号
は
四
一

五
―
二
七
七
。
明
応
四
年
三
条
西
実
隆
写
。

○
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類『
和
歌
御
会
部
類
記
』

一
巻
。
函
架
番
号
は
Ｈ
―
六
三
―
九
七
五
。
広
橋
守
光
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
宝
玲
文
庫
旧
蔵
本
『
上
卿
故
実
』
一
冊
。
函
架
番
号
は
一
七

一
―
三
二
八
。
室
町
写
。
伝
三
条
西
家
旧
蔵
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
仙
洞
御
移
徙
部
類
記
』
十
四
巻
。
函
架
番
号
は

伏
―
五
四
六
。
鎌
倉
写
。

○
東
山
御
文
庫
本
『
水
黄
記
』（
外
記
政
始
次
第
）
一
巻
。
勅
封
番
号
は
勅
封
一
七

七
―
四
三
。
永
仁
六
年
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
『
蓮
華
王
院
供
養
部
類
記
』
一
巻
。
函
架
番
号
は
九

―
四
一
。
鎌
倉
写
。

○
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
所
蔵
『
上
卿
簡
要
抄　

上
』
一
冊
。
鎌
倉
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
東
宮
御
書
始
部
類
記
』
二
巻
。
函
架
番
号
は
伏

―
四
一
九
。
南
北
朝
写
。

○
仁
和
寺
所
蔵
『
修
法
次
第
』
二
帖
。
函
架
番
号
は
黒
塗
手
箱
甲
下
段
三
（
入
室
出

家
）
―
三
。
鎌
倉
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
諸
院
宮
御
移
徙
部
類
記
』
二
巻
。
函
架
番
号
は

伏
―
五
四
七
。
鎌
倉
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
『
諒
闇
部
類
記
』
一
冊
。
函
架
番
号
は
九
―
五
二
五

一
。
文
禄
二
年
九
条
兼
孝
写
。

○
醍
醐
寺
所
蔵『
孔
雀
経
法
日
記
』一
冊
。函
架
番
号
は
第
一
〇
五
函
第
一
八
号（
一
）。

隆
勝
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
后
宮
御
着
帯
部
類
記
』
一
巻
。
函
架
番
号
は
伏

―
六
二
七
。
鎌
倉
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
御
産
部
類
記
』
十
九
巻
。
函
架
番
号
は
伏
―
六

一
八
。
鎌
倉
写
。

○
大
倉
集
古
館
所
蔵
『
山
槐
記
残
闕
』
一
巻
。
函
架
番
号
は
書
跡
一
九
。
鎌
倉
写
。

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
御
産
部
類
記
』
の
僚
巻
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
仁
和
寺
宮
御
出
家
部
類
記
』
二
十
二
巻
。
函
架

番
号
は
伏
―
四
五
六
。
鎌
倉
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
『
親
王
御
出
家
御
受
戒
部
類
記
』
一
冊
。
函
架
番
号

は
九
―
五
〇
〇
五
。
九
条
道
房
等
写
。

○
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
『
脱
屣
部
類
記
』
六
巻
。
函

架
番
号
は
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
四
三
で
、
旧
番
号
は
、
せ
函
一
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北

朝
期
写
。
洞
院
家
旧
蔵
本
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
『
御
即
位
記
録
』
三
冊
。
函
架
番
号
は
一

七
二
―
二
一
三
。
三
条
西
実
隆
等
写
。

○
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
『
警
固
中
節
会
部
類

記
』
一
巻
。
函
架
番
号
は
Ｈ
―
六
三
―
二
七
一
。
南
北
朝
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
『
改
元
部
類
記
』
一
冊
。
函
架
番
号
は
四

一
五
―
二
七
四
。
大
永
八
年
三
条
西
公
条
等
写
。

○
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
『
改
元
部
類
記
』
一

巻
。
函
架
番
号
は
Ｈ
―
六
三
―
一
五
九
。
室
町
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
『
院
号
事
』
一
巻
。
函
架
番
号
は
九
―
五
〇
三
。
鎌
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倉
写
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
『
叙
位
除
目
記
部
類
』
一
巻
。
函
架
番
号
は
九
―
二

八
三
。
九
条
経
教
写
。

○
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
勧
修
寺
家
文
書
『
親
王
御
元
服
部
類
記
』
一
冊
。
函

架
番
号
は
、
目
録
化
史
料
の
う
ち
六
三
三
、
長
禄
二
年
甘
露
寺
親
長
写
。

な
ど
が
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）　

藤
原
忠
親
に
つ
い
て
は
、取
り
敢
え
ず
加
納
重
文「
中
山
忠
親　

―
山
槐
記
―
」（
同

『
明
月
片
雲
無
し　

公
家
日
記
の
世
界
』（
二
〇
〇
二
年
、
風
間
書
房
）
所
収
。
初
出

は
一
九
九
三
年
）
等
参
照
。

（
２
）　

な
お
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
平
松
文
庫
本
『
保
元
三
年
八
月
二
日
記
』
一

巻（
函
架
番
号
は
平
松
第
三
門
ホ
―
一
）と
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
山
本
文
書『
勅

符
木
契
図
（
保
元
三
年
記
）』
一
巻
（
函
架
番
号
は
山
本
文
書
一
九
六
）
と
は
、
ほ
ぼ

同
内
容
の
も
の
で
、
後
者
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
編
集
『
京
都
大
学

文
学
部
博
物
館
図
録
第
５
冊　

公
家
と
儀
式
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）
に
図

版
が
掲
載
さ
れ
、吉
川
真
司
氏
に
よ
る
解
説
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。こ
の
解
説
で
は「
記

主
は
不
明
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
両
書
と
も
、
末
尾
の
一
部
分
を
除
き
、

こ
の
伏
見
宮
本
『
山
槐
記
』
保
元
三
年
秋
記
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
思
し
い
。
直
接

の
系
譜
関
係
が
あ
る
の
か
否
か
は
さ
ら
に
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
平
松

文
庫
本
『
保
元
三
年
八
月
二
日
記
』
も
山
本
文
書
『
勅
符
木
契
図
（
保
元
三
年
記
）』

も
、
そ
の
大
部
分
の
記
主
は
忠
親
で
あ
る
、
つ
ま
り
『
山
槐
記
』
か
ら
の
抜
書
で
あ

る
と
み
て
間
違
い
な
い
。

（
３
）　

樋
口
健
太
郎
「
史
料
紹
介　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
・
田
中
穣
氏
旧
蔵
本
『
山

槐
記
』
応
保
二
年
三
月
」（『
神
戸
大
学
史
学
年
報
』
二
二
、二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
４
）　

石
田
実
洋
「
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
『
山
槐
記
』
永
万
元
年
六
月
記
紙
背
の
記
録

類
に
つ
い
て
―
『
石
清
水
賀
茂
両
社
行
幸
部
類
記
』（
仮
称
）
の
紹
介
―
」（『
古
文
書

研
究
』
六
七
、二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
５
）　

稲
田
奈
津
子
「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
暇
服
事
』
解
説
」（
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳

会
尊
経
閣
文
庫
編
集
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
55　

消
息
礼
事
及
書
礼
事
他
』（
八
木

書
店
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
）
等
参
照
。

（
６
）　

三
浦
龍
昭
「
大
正
大
学
蔵
『
山
槐
記
』「
蓮
華
王
院
御
塔
供
養
記
」
に
つ
い
て
（
一
）」

（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
九
九
、二
〇
一
四
年
）・
同
「
大
正
大
学
蔵
『
山
槐
記
』「
蓮

華
王
院
御
塔
供
養
記
」
に
つ
い
て
（
二
）」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
一
〇
〇
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
・
一
六
年
度
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究

拠
点
に
お
け
る
一
般
共
同
研
究
「『
山
槐
記
』
本
文
テ
キ
ス
ト
の
基
礎
的
研
究
」
の
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
『
山
槐
記
』
永
万
元
年
六
月
記
翻
刻

【
解
題
】

　

本
稿
で
『
山
槐
記
』
永
万
元
年
六
月
記
を
翻
刻
す
る
底
本
と
し
た
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
所
蔵
影
写
本
『
山
槐
記
』
は
、
函
架
番
号
は
二
〇
七
三
─
二
七
五
で
全
一
冊
。

袋
綴
の
册
子
本
で
、
全
十
四
丁
。
法
量
は
二
六
・
六
糎
×
一
八
・
九
糎
。
第
一
丁
裏

の
中
央
上
に
印
文
「
東
京
／
大
学
／
図
書
」
の
方
形
印
一
顆
、
そ
の
直
ぐ
下
に
印
文

「
史
料
編
／
纂
所
図
／
書
之
印
」
の
方
形
印
一
顆
が
あ
る
。

　

表
紙
左
上
の
貼
紙
に
、

　
　

山
槐
記

と
の
外
題
が
あ
り
、
第
一
丁
表
左
上
に
、

　
　

山
槐
記
中
山
親
綱
自
筆
影
写
、

と
の
内
題
が
あ
る
。
こ
の
内
題
で
「
中
山
親
綱
自
筆
」
と
す
る
の
は
、
中
山
定
親
の

書
写
で
あ
る
の
を
誤
解
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
十
三
丁
裏
に
は
、

　
　

永
万
元
年
夏

と
の
奥
題
と
、

　
　

正
長
元
年
十
月
十
日
即
日
馳
筆
□
、

　
　
　

追
可
校
合
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議
左
中
將　
　

と
の
本
奥
書
が
、
第
十
四
丁
表
に
は
、

　
　

右
山
槐
記　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　
　
　

�

京
都
下
京
区
七
観
音
町
田
中
勘
兵
衛
蔵
本
、
明
治
十
九
年
八
月
編
修
星
野
恒

採
訪
、
明
年
九
月
影
写
了
、

と
の
奥
書
が
あ
り
、
明
治
二
十
年
九
月
に
、
田
中
勘
兵
衛
、
す
な
わ
ち
田
中
教
忠
の

所
蔵
本
を
親
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
影
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
田
中
教

忠
旧
蔵
本
と
は
、
⑥
と
し
て
掲
げ
て
お
い
た
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
『
山
槐
記
』
永

万
元
年
六
月
記
一
巻
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

第
二
丁
表
中
央
に
は
、

　
　

取
目
録
了
、

と
の
墨
書
が
あ
り
、
第
二
丁
表
左
に
は
、

　
　

永
万
元
年
六
月　
　
　

貴
嶺
記

と
あ
る
。
な
お
、
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
『
山
槐
記
』
永
万
元
年
六
月
記
で
は
、
第

一
紙
左
上
に
、

　
　

山
槐
御
記
永
万
元
年
以
所
持
未
校
合
、

　

定
親
公
御
筆
歟
、

と
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
が
あ
り
、「
取
目
録
了
」
と
あ
る
墨
書
の
左
肩
に
、

　
　

取
目
録
了
ノ
四
字
中
山
定
親

卿
自
筆
、

と
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
が
あ
る
が
、
本
書
に
は
み
え
な
い
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
、
明
治

二
十
年
九
月
の
影
写
本
作
成
段
階
で
は
こ
の
二
枚
の
貼
紙
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る
か
。

　

本
奥
書
と
奥
書
と
の
間
に
、
左
記
の
如
き
記
載
の
あ
る
小
貼
紙
が
あ
る
。

　
　

�

秘
閣
本
山
槐
記
永
万
元
年
六
月
条
ヲ
以
テ
対
校
ス
ル
ニ
、
閣
本
ニ
ハ
三
日
・
四

日
・
五
日
・
十
日
・
十
一
日
・
十
五
日
・
廿
五
日
ノ
簡
単
ナ
ル
数
条
ニ
止
マ
リ

テ
、
此
巻
記
事
更
ニ
見
ル
所
ナ
シ
、（
印
）

末
尾
の
「
ナ
シ
」
と
あ
る
二
文
字
の
上
の
印
は
、
印
文
「
寛
」
の
円
形
印
一
顆
。
明

治
二
十
年
前
後
に
内
閣
臨
時
修
史
局
掌
記
や
帝
国
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
書
記
な
ど
で

あ
っ
た
日
下
寛
の
印
で
あ
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
湖
亭
史
話
』
一
に
見

え
る
日
下
の
印
影
と
合
致
。
杉
山
巌
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
）。

　

第
二
丁
裏
・
第
十
四
丁
裏
は
空
で
、
そ
の
他
は
半
丁
ほ
ぼ
十
行
。
親
本
の
一
紙
を

一
丁
に
書
写
し
て
い
る
。
な
お
、
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
『
山
槐
記
』
永
万
元
年
六

月
記
の
紙
背
に
は
、
注
（
４
）
に
掲
げ
た
石
田
実
洋
「
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
『
山

槐
記
』
永
万
元
年
六
月
記
紙
背
の
記
録
類
に
つ
い
て
―
『
石
清
水
賀
茂
両
社
行
幸
部

以
勧
修　

本
寺

〔
畢
カ
〕

（
中
山
定
親
）

于
時
四
位
参
議
中
将
、

「
柳
原
光
愛
卿
自
筆
、」

（
朱
書
）

ノ
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類
記
』（
仮
称
）
の
紹
介
―
」
で
記
し
て
お
い
た
よ
う
に
、『
達
幸
故
実
抄
』
と
同
様

の
故
実
書
を
作
ろ
う
と
し
て
反
古
と
さ
れ
た
も
の
か
、
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
、
定

親
が
作
成
し
よ
う
と
し
た
、
石
清
水
・
賀
茂
両
社
行
幸
の
部
類
記
の
反
古
か
、
と
考

え
ら
れ
る
も
の
と
の
、
二
種
の
記
録
が
存
す
る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
、
親
本
紙
背

の
記
録
類
ま
で
は
影
写
さ
れ
て
い
な
い
。

【
凡
例
】

一�

、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
『
山
槐
記
』
を
底
本
と
し
、
京
都
大
学
文

学
部
所
蔵
『
山
槐
記
』
永
万
元
年
六
月
記
（
校
訂
符
号
㋖
）
を
以
っ
て
対
校
し
た
。

一�

、
行
取
り
は
底
本
通
り
と
し
、
文
字
は
概
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

一�

、
底
本
で
文
字
の
欠
損
が
影
写
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
概
ね
そ
の
字
数
を
計
っ

て
□
や　
　
　

で
示
し
、
残
画
に
よ
っ
て
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
に
は
、
そ
の

文
字
を
□
の
中
に
記
入
し
た
。

一�

、
抹
消
文
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
字
数
を
計
っ
て
■
で
示
し
、
判
読
し
得
る
場
合

に
は
、
そ
の
左
傍
に
〻
を
附
し
た
。

一
、
翻
刻
に
際
し
、
本
文
中
に
読
点
（
、
）
と
並
列
点
（
・
）
を
加
え
た
。

一�

、
校
訂
者
の
加
え
た
文
字
に
は
〔　

〕
又
は
（　

）
を
附
し
、
前
者
は
本
文
の
文

字
の
校
訂
に
、
後
者
は
そ
れ
以
外
の
参
考
ま
た
は
説
明
に
用
い
た
。

一
、
人
名
注
は
、
原
則
と
し
て
初
出
箇
所
に
施
し
た
。

一
、
丁
替
わ
り
は
、
各
丁
表
裏
の
最
初
に
当
た
る
箇
所
に
、
そ
の
丁
附
け
及
び
表
裏

を
（
１
オ
）（
１
ウ
）
の
如
く
表
示
し
た
。

【
翻
刻
】

「
山
槐
記
」

山
槐
記
中
山
親
綱
自
筆
影
写
、

　
　
　
　
　

取
目
録
了
、

永
万
元
年
六
月　
　

貴
嶺
記

長
寛
三
年

六
月
大
癸未

、

三
日
、
庚
辰
、

未
刻
雷
雨
、
為
息
災
奉
図
始
五
大
力
像
、
請　

□　

令
加
持
御
衣
木
、
又
令
授
八
斎
戒
仏
師
云
々
、
今
朝
沐
浴

浄
衣
、
絹
、
不
可
用
膠
之
由
仰
含
云
々
、

依
児
女
子
説
、
遣
小
児
於
粟
田
口
令
売
、
相
具
飯
酒
、

五
日
、
壬
午
、

天
晴
、
今
日
有
改
元
事
、
改
長
寛
三
年
為
永
万
元
年
也
、

予
不
参
、
依
有
犬
死
穢
也
、
此
由
昨
日
召
々
使
触
大
外
記
師

朝
臣
畢
、
左
府
被
奉
行
之
、
而
依
仮
服
右
大
臣
已
ヽ
ヽ
□
□

勘
申
博
士
参
議
左
大
弁
資
長
朝
臣
・
式
部
大
輔
兼
大
□

永
範
朝
臣
安
貞
・
応
暦
・

天
恵
、

・
文
章
博
士
兼
陸
奥
守
長
元
朝
臣　
　

・

　
　

、
・

左
少
弁
兼
文
章
博
士
中
宮
大
進
俊
経
永
万
・

治
和
、
等
也
、
参
仕
公
卿
、　

大
臣
経
、
・
按
察
公
通
、
・
新
大
納
言
実
定
、
・
別
当
公
保
、
・
左
兵
衛
督
□
□
、
・

大
宮
宰
相
隆
季
、
・
右
宰
相
中
将
宗
家
、
・
右
大
弁
雅
頼
、
・
平　

□　

 

、

等
云
々
、
後
日
蔵
人
木
工
頭
重
方
奉
行
職
事

也
、

示
送
曰
、
安
貞
・

宜
ヽ
在
勅
定
由
議
申
、
一
同
可
申
之
由
重
被
仰
下
、
共
□
□

難
云
々
、
但
以
永
万
可
為
年
号
之
由
被
仰
下
了
、
任　
　

□

年
例
可
令
作
□
□
之
由
宣
下
、
右
府
詔
書
施
行
以
前
□

（
七
行
分
空
白
）

（
表
紙
子
持
罫
題
簽
）

（１オ）

（２オ）

于
時
四
位
参
議
中
将
、

（３オ）
□　

祈
事

〔
息
〕災

順

阿
〔
闍
梨
〕

如
本

　

小　

事

売

児

改
元
事
長
寛

（
中
原
）元

（３ウ）

（
藤
原
基
房
）

（
藤
原
経
宗
）

（
藤
原
）

〔
弐
カ
〕

（
藤
原
）

光
欤

（
藤
原
）〔

光
〕

〔
久
承
〕

〔
寿
長
〕

（
藤
原
）

右

（
藤
原
）

（
藤
原
）

（
藤
原
）

（
藤
原
）

〔
顕
長
〕

（
藤
原
）

（
藤
原
）

（
源
）

宰〔
相
〕〔
親
範
〕

（
藤
原
）

〔
永
万
〕

〔
無
カ
〕

元
永〔
元
〕

〔
詔
書
〕

〔
可
カ
〕

（４オ）
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旨
蔵
人　
　

仰
左
大
臣

□
自
陣
被

参
立
、
大
納
□

□左
大
臣
・
中　

大　
□
□
、
・
権
中
納
言
俊
通
、
・
新
中
納
言
実
国
、
・

　

相
隆
季
、
・
右
宰
相
中
将
宗
家
、
・
右
大
弁
雅
頼
、
・
平
宰
相
親　

、

等
着
陣
、
此
間
予
依
有
可
尋
聞
事
不
着
陣
、
左
大
弁　

未
着
之
、
追
欲
着
、
雖
進
宣
仁
門
、
依
無
座
候　

□
、

頃
之
又
大
宮
宰
相
被
来
座
、
三
位
中
将
実
房
、
・
治　
　
　

 

、

候
殿
上
、
別
当
公
保
、此
人
兼

巻
纓
、如
何
、
今
日
陣
儀
不
見
及
、
□

□
之
間
予
窺
見
之
、
先
左
少
将
修
範
朝
臣
、
縫
腋
、□
□

帯
剣
□
、

将
監
、
某
、
左
兵
衛
佐
、
同
修
範
、
此
後
良
久
右
兵
衛
佐
実
保
□

参
列
、
又
右
中
将
実
宗　

臣
出
来
曰
、
可
列　

将
監
已
参
入
勿
論
□
□
、
左　

門　

参
、
又

為
親
同
上
、
参
入
、
左
府
□
奥
方
被　

之

宣
命
也
、
今
日
陣
事
不　

及
、
亥
刻
諸
卿
□　

弁

被
昇
堂
上
、
大
宮
宰
相
・
予
不
着
外
弁
、
於
無
名
門
辺
□

之
、
新
中
納
言
実
国
、
為
宣
命
使
、
別
当
公
保
、
・
右
宰
相
中

帯
弓
箭
列
外
弁
、
次
諸
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佇
立
弓
場　

左
大
臣
被
候
昼
御
座
孫
庇
、
自
御
帳
経
南
殿
御　

御
方
前
、
■
于
東
中
門
敷
筵
、
地
上
又
如
此
、
出
東
中
門
并
東
□
、

東
洞
院
北
行
同
敷
之
、
此
間
内
侍
取
剣
璽
、
立
昼
御
座
御
□

左
右
、
取
璽
内
侍

経
御
帳
後
、関
白
召
蔵　
　

工
頭
重
方
被　

人
々
云
、
為　

行
可
被
参　

、
人
々
頗
立
□
之
、
重
方
重
取
御
気
色
、
被
仰
□
、

　

卿
可
前
行
也
、
然
者
於
堂
上
・
堂
下
者
各
可
相
計
者
、
仍
□

人
向
東
中
門
辺
可
列
立
歟
、
然
而
只
且
以
前
行
者

狼
藉
殊
甚
、
前
行
公
卿
皆
歩
筵
道
、
掃
部
寮　

□
□

第
敷
続
之
、
又
毎
辻
引
幔
云
々
、
又
有
武
士
少
々
、
蔵
人

将
家
通
朝
臣
取
御
剣
前
行
、
左
中
将
実
家
朝
臣　

皆
以
紫
絹
裹
之
、
衛
府
公
卿
平
胡
籙
、
但
浅
履
□

或
又
用
無
裏
、
随
身
垂
袴
、
壺
也
、
近
衛
将
縫
腋
、
蒔
絵
剣
□
、

　

衛
闕
腋
、
平
胡
籙
、
但
随
身
猶
垂
袴
、
壺
□　
　

親
随
身
負
狩
胡
籙
、
警
固　

仰
□
後
、
□

　

兵
衛
佐
隆
房
如　

、　

親　

公
季
隆

、　

□

　

答
了
、
又
予
示
曰
、
歩
行
幸
之
時
、
雖
五
位
□
□　

□

何
、
相
公
諾
、
不
着
之
云
々
、
東
洞
院
北
行
、
入
新
帝
御
所
西
門
、
□
□

　

洞
院

面
也
、公
卿
列
立
如
行
幸
之
時
、路
間
宰
相
中
将

六
位
次
列
歩
、
次
剣
璽

持
之
、
昇
立
南
階
簀
子
、
此
間
次
将
二
人
跪
南
階
西
腋
了
、

此
事
可
尋
、依
暗
然
不
具
其
人
、可
尋
、

候
南
庇
西
方
給
、
内
侍
良
久
不
出
来
、
卿
相
不
堪
列
□

了
、
次
内
侍
出
御
帳
左
右
方
、
両
将
授
剣
璽
如
行　
　

、
内
□

取
之
持
参
夜
御
殿
云
々
、
此
間
御
装
束
清
涼
殿
之
儀
□　
　

、

次
摂
政
召
蔵
人
光
能
、先
帝
蔵
人
、

被
渡
也
、

被
仰
補
給
蔵
人
之
由
、
又
被

　

昇
殿
人
、
蔵
人
又
被　

牛
車
・
輦
車
・　

色
如
元
之
□

云
々
、
次
摂
政
先
帯
剣
独
拝
給
、
次
公
卿
・
侍
臣
・　

人
等
中
□

外
北
上
東
面
列
立
、
公
卿
一
列
、殿
上
人
一
列
、不
必
皆
参
、

六
位
一
列
歟
、此
間
太
狼
藉
無
極
、

拝
舞　

殿
、

　

蔵
人
頭

　
　

右
近
衛
権
中
将
家
通
先
帝
頭
、

　
　

左
近
衛
中
将
兼
雅
同
、
于
時
従
四
位
上
、

宣

（
藤
原
長
方
）

右
少
〔
弁
〕

〔
言
〕

令　

弓
場　

也
、　

□
□
歟
之
由
、殿
下　

列

給

東

（
藤
原
基
実
）
令

（４ウ）

宮

夫 （
藤
原
）

〔
実
長
〕

（
藤
原
）

（
藤
原
）

宰

範

又

殿〔
上
カ
〕

（
藤
原
）

部
卿〔
光
隆
〕

（
藤
原
）

（
藤
原
）

〔
笏
カ
〕

（
藤
原
隆
房
）

（
藤
原
）

（
藤
原
）

朝

立

〔
〻
㋖
〕

衛

遅

（
藤
原
）

（５オ）

〔
向
カ
〕

仰

見

〔
着
カ
〕外

〔
将
〕

中
宮
大
夫
実
長
、
・
別
当
公　

 

、
・　
　
　
　

・

新
中
納
言
実
国
、
・
大
宮
宰
相　

 

□
、・　
　
　
　

・

保

隆〔
季
〕

三
位
中
将
実
房
、・
治
部
卿
光
隆
、
非

参
議
也
、
・
左
大
弁
資
長
、・

予
・
右
大
弁
雅
頼
、
・
平
宰
相
、
親
範
、

辺
後

至

〔
前
カ
〕

人
木

仰

前

（５ウ）

者

公

〔
諸
㋖
〕

取

〔
次
カ
〕

〔
右
中
カ
〕

（
藤
原
）

（
藤
原
）

取

外

衛
門

召

（６オ）

左

此

厳

相

被

御

尻

〔
如
カ
〕

〻 差

（
六
条
天
皇
）

守
歟
任
歟

如
本

〔
見
カ
〕

幸
儀

〔
侍
〕

（
基
実
）

（
藤
原
）
（
二
条
天
皇
）

仰

　

仰
昇
殿
事

被

仰

禁

〔
由
カ
〕

（６ウ）

蔵

〔
門
㋖
〕

昇

権
歟
（
藤
原
）
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五
位
蔵
人

　
　

木
工
頭
重
方
先
帝
五
位
蔵
人
、

　
　

右
少
弁
長
方
同
、

　
　

左
衛
門
権
佐
為
親　
日
新
被
補
、

権
左
弁
少

行　

不
被　

　

六
位

　
　

藤
原
光
能
先
帝
一
﨟
、

給
料
也
、文
章
博
士
長
光
朝
臣
子
、

　
　

大
膳
権
亮
同
定
長
故
権
右
中
弁
光
房
朝
臣
五
男
、

七
十
年

□

申
補
之
、祖
父
為
隆
卿
堀
川
院
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
下
大
膳
亮
補
二
﨟
、年
又
□

違
、可
謂
吉
例
、

　
　

源
宗
房
故
左
馬
権
助
頭
顕
定
朝
臣
子
、源
中
納
言　

 

□
、

補
云
々
、無
本
官
、又
無
他
、官
募
方
未
聞
之
□

　
　

藤
原
顕
方
前
能
登
守
重
家
朝
臣
二
男
、

皇
嘉
門
院
判
官
代
云
々
、

　
　

平
経
兼
若
狭
守
経
盛
朝
臣
二
男
、

所
募
不
聞
、

　

殿
上
人

　
　

正
四
位
下
行
大
蔵
卿
藤
原
朝
臣
長
成

　
　

正
四
位
行　

京
大
夫
兼　

□
亮
播　

守
藤
原
朝
臣
綱
邦

　
　

正
四
位
下
行
左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
実
家

　
　

正
四
位
下
行
右
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
実
守

　
　

正
四
位
下
行
左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
頼
定

　
　

従
四
位
上
行
右
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
実
宗

　
　

従
四
位
上
行
侍
従
源
朝
臣
俊
光

　
　

従
四
位
上
行
左
近
衛
少
将
兼
駿
河
守
藤
原
朝
臣
雅
長

　
　

従
四
位
下
行
右
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
兼
房

　
　

従
五
位
上
行
左
近
衛
少
将
藤
原
朝
臣
泰
通

　
　

従
五
位
上
行
左
馬
頭
兼
美
作
守
平
朝
臣
宗　

　
　

従
五
位
上
行
少
納
言
兼
侍
従
源
朝
臣
□
□

　
　

従
五
位
上
行
侍
従
源
朝
臣

　
　

従
五
位
上
行
左
兵
衛
佐
兼
因
幡
守
藤
原
朝
臣
隆
□

　
　

従
五
位
上
行
三
河
守
藤
原
朝
臣
光
雅

　
　

従
五
位
上
行
右
近
衛
権
少
将
藤
原
朝
臣
頼
実

　

不
被
補
非
蔵
人
、

　

出
納　

右
衛
門
志
中
原
清
重
被
渡
也
、
先
帝
一
﨟
也
、

　

所
衆
・
滝
口
各
上
﨟
三
人
被
渡
之
、
所
衆
内
舎
人　

原
康
頼
・　
　
　

・

中
原
頼
弘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
口
藤
親
綱
・　
　
　

・

　
　

同
信
清
、

　

主
殿
司
六　

参
上
云
々
、

次
五
位
蔵
人
可　

頭
以
下
於
簡
、
其
後
各

膳
、
可
奏
吉
書
也
、
□
早
以
可
覧
吉
書
之
由
、
自
殿
下
御
直
廬

譴
責
、
仍
人
々
不
調
首
尾
、
応
徳
為
隆
卿
先
着
無
文
□
□

昇
殿
、
湯
漬
之
後
改
装
束
、
依
彼
例
、
今
夜
定
長
令

　

装
束
昇
殿
、
吉
書
事
甚
早
速
、
仍
逐
電
、
下
蔵
人　

□

有
文
装
束
、
予
付
侍
従
俊
光
朝
臣
申
請
殿
下
御
装
束
、半
比
・
下

也
、入
平
裹
遣
蔵
人
町
、寸
法
太
広
、縿
上
令
着
□

設
有
文
冠
、仍
以
内
縁

申
請
右
大
将
冠
、透
額
也
、次
食
湯
漬
、
光
能
為
対
揚
毎　

事
可
尋
、
同
時
可
着
歟
、
如
此
之
間
、
頭
・
五
位
蔵
人
参
御　
　

、

吉
書
次
第
不
同
云
々
、
甚
不
可
然
、
頭
以
下
十
人
職
事

次
第
可
覧
也
、
此
後
六
位
五
人
率
参
摂
政
、
只　

□
□
御

条
之
間
也
、
令
左
京
権
大
夫
供
□
□
召
取　
　
　
　
　
　
　

、

　

玄
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿

　

日
記
厨
子
二
脚　
　
　
　
　
　

四
季
御
屏
風

　

殿
上
御
倚
子　
　
　
　
　
　
　

文
杖

今

（
藤
原
）
隆

渡

（７オ）

（
藤
原
）

（
藤
原
）

〻
（
源
）

定〔
房
〕

〻

〔
家
〕

家
歟

（
藤
原
）

（
藤
原
聖
子
）

（
平
）

〔
下
㋖
ア
リ
〕

右

中〔
宮
〕

磨

（７ウ）

〔
下
〕

盛

〔
顕
信
〕

（８オ）

〔
房
〕

〔
下
〕

中

源

〔
橘
㋖
〕

人
付

〔
着
湯
漬
之
後
、
供
㋖
〕

（８ウ）

〔
而
カ
〕

（
三
年
十
一
月
二
十
六
日
、堀
河
天
皇
）

〔
装
㋖
〕

〔
束
〕

文

町〔
着
㋖
〕

〔
襲
カ
〕

蔵〔
人
カ
〕

〔
直
㋖
〕

〔
廬
カ
〕

〔
直
㋖
〕

今

〔
信

範
㋖
〕

（
平
）

（９オ）
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時
簡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
膳
棚

　
　

已
上
今
度
如
此
、
先
例
少
々
相
違
歟
、

予
天
明
之
後
退
出
、
定
長
不
審
之
故
也
、
如
襁
褓
□

子
之
儀
、
已
如
実
子
、
仍
殊
申
補
也
、
聖
目
甚
多
、
今
□

殿
下
之
殊
恩
也
、
蔵
人
町
母
屋
・
庇
各
一
間
云
々
、
簾
・
畳

手
洗
・
檀
紙
筥
・
硯
筥
等
可
送
之
由
、
下
知
了
、
御
更
衣　

□

事
未
勤
仕
之
前
、
不
用　
　

、
可
敷
紫
云
々
、

今
夜
事
、
蔵
人
右
少
弁
長
方
所
奉
行
也
、

廿
六
日
、
癸
卯
、

去
夜
自
先
帝
所
被
渡
之
御
装
束
、
被
納
々
殿
云
々
、

廿
七
日
、
甲
辰
、

天
晴
、
未
刻
参
新
院
、
御
所
体
甚
冷
然
、
兼
尤
□

意
事
也
、
次
参
中
宮
御
方
、
次
参
大
納
言
殿
、
申
承
□

参
内
、
至
于
今
夜
有
名　

、　

期
祗
候
伺
見
□

以
下
列
居
一
間
簀
子
、
蔵
人
大
膳
亮
定
長
問
之
、　
　
　
　

、
□

名
謁
、
次
滝
口
候
西
対
砌
辺
、
定
長
又
問
云
、
誰
々
加
□
、
□

口
名
謁
、
依
無
灯
楼
火
指
脂
燭
、

廿
八
日
、
乙
巳
、

或
人
曰
、
新
院
御
悩
猶
不
軽
、
今
日
石
屋
聖
人
密
参
入
、
奉

灸
御
胸
二
所
、
各
廿
一
卓
、
相
模
守
信
保
奉
灸

聖
人
療
転
屍
病
云
々
、
自
平
中
納
言
許
被
挙
云
々
、
□
□

天
皇
獲
麟
之
時
、
召
信
貴
山
命
蓮
聖
人
、
令

院
崩
給
之
時
、
召
三
滝
聖
人
、
雖
有
先
蹤
、
至
于
医　

□

可
不
者
也
、
後
聞
、
又
有
御
鹿
食
事
、
其
後
御
痢
□
□

御
絶
入
、
其
後
又
不
聞
食
云
々
、

廿
九
日
、
丙
午
、

天
晴
、
早
旦
召
使
来　

、
□
□　

御
即
位
定
、
可
参
陣
、
但
□

刻
限
者
、
外
記
参
左
府
了
随
仰
重
可
示
告
者
、
申
可
□

之
由
了
、
午
刻
許
又
召
使
来
曰
、
左
府
申
刻
可
参
給
者
、
仍

刻
参
内
、
網
代
車
、綱
、随
身
装
束

依
警
固
相
具
壺
、

先
候
殿
上
辺
、
人
々
曰
、
今

日
定
延
引
云
々
、
又
召
来
曰
、
来
月
五
日
可
被
定
、
又
件
日　

□

有
政
者
、
共
可
参
之
由
答
了
、
蔵
人
右
少
弁
長
方
談
□
□

即
位
定
延
引
之
条
無
所
拠
、
雖
八
月
以
前
譲　

、

会
及
明
年
事
、
嵯
峨
有
其
例
之
由
、
右
大
弁
雅
頼
、
申
□

随
御
即
位
可
延
引
歟
之
由
有
内
議
、
被
引
日
本
記
之
□
□

也
、
於
嵯
峨
者
依
遷
都
事
所
延
引
也
、
甚
難
備
証
拠
、

八
月
以
前
譲
位
之
時
、
大
嘗
会
及
明
年　

□
□
□
、

　

宰
相
中
将
宗
家
、
・
右
兵
衛
督
重
盛
、
・
右
大
弁
頼
雅

、　

□

　

参
上
、
兵
部
卿
清
盛
、
・
新
中
納
言
・
右
兵
衛
督
・
右
馬
頭
□

　

隆
朝
臣
・
修
理
大
夫
頼
盛
朝
臣
・
右
中
弁
成
頼
朝
臣
補
別
□
、
□

　

人
木
工
頭
重
方
・
蔵
人
右
少
弁
長
方
・
越
中
守
光
雅　

　

六
位
蔵
人
等
右
兵
衛
門
尉
藤
能
業
・
左
兵
衛
尉
源
信
賢
・

源
国
成
・
平
ヽ
ヽ
、頼
盛
朝
臣
子
、

補
判　
　

、

　

本
非
蔵
人
等
補
蔵
人
、
文
章
生
業
範
・

源
定
成
、肥

肥
前
守
盛
親
・　

　

二
人
右
衛
門
志
中
原
則
弘
・

中
原
親
国
、

補
主
典
代
、
重
盛
卿
・
定
隆　

□
□□

　
中
守
也
、日
来
雖
有
国
司
号
、一
院
女
御

母
儀
沙
汰
也
、而
依
奉
執
事
、可
知
行
国
之
由
蒙
仰
云
々
、可
為
執
事
云
々
、

後
日
左
少
弁
俊
経
曰
、
中
宮
大
進

也
、

今
日
当
宮
被
造
始
八
幡
御

輿
三
基
、
立
后
後
定
事
也
、
而
連
々
御
障
之
間
、
于
今　
　

行
、
放
生
会
料
也
、
以
東
三
条
為
行
事
所
、
後
予
見
□　

自
歟

定
長
補
蔵
人
事

〔
被
カ
〕被

高
麗

（９ウ）
昨
日
自
先
帝
被
渡
之
御
装
束
被
納
々
殿
事

参
新
院
御
所
事

（
二
条
上
皇
）

（
藤
原
育
子
）

（
藤
原
忠
雅
）

参
彼
事
〔
内
㋖
〕

謁

其

名
謁
事

誰�

〔
加
㋖
〕

〔
々
カ
〕

〔
滝
〕

（10オ）
新
院
召
石
屋
聖
人
御
灸
事

（
藤
原
）

（
清
盛
）

〔
醍
醐
カ
〕

（
鳥
羽
法
皇
）

（
西
念
）

療

曰

〔
可
カ
〕有

〔
至
カ
〕

（10ウ）

〔
参
カ
〕

申

御
位
即

定
延
引
事

（
㋖
挿
入
符
号
ア
リ
）

使

同〔
可
カ
〕

〔
御
〕

位

〔
大
嘗
〕

〔
紀
〕

事

（11オ）

（
平
）

依

（
藤
原
）

〔
信
〕

（
平
）

（
藤
原
）

〔
当
〕
〔
蔵
〕

〔
三�

河
〕

（
藤
原
）

并

〻

〔
官
代
〕

（
藤
原
）

〻

本

（
藤
原
）

朝〔
臣
〕〔

越
〕

（
後
白
河
上
皇
）

中
宮
被
造
八
幡
神
輿
事

不
奉延
歟

引
歟

（11ウ）

東

了
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四
足
立
犬
防
、

卅
日
、
丁
未
、

天
陰
、
午
刻
小
雨
、
今
日
大
祓
也
、
依
為
分
配
、
申
刻
参
□

雀
門
、
網
代
車
、差
綱
、随
身
装
束
雖
為
警
固

依
非
禁
中
、不
帯
弓
箭
、仍
又
不
巻
纓
、於
東
仗　

□

下
車
、
召
使
来
向
此
所
、
前
行
進
前
、
予
昇
東
第

階
、
自
壇
上
西
行
、
召
使
褰
第
三
間
幕
、
予
入
此
間
□

座
、
南
面
、西
方

脱
沓
、

左
少
弁
俊
経
兼
在
座
、
東
第
二
間
也
、南　

着
座
、後
方
脱
沓
、
□

自
門
内
令
引
出
馬
、
神
祇
官
人
予
并
弁
前
居　

□
、

葛
蓋
居
解
縄
・

散
米
許
、

祓
間
解
々
縄
、
如
恒
、
次　

祇　

□　

□

大
麻
、
取
麻
不
取

木
、
息
之
、
次
弁
又
如
此
、
次
退
出
、
事
□
□

軽
忽
雖
不
能
記
、
為
知
時
務
粗
記
之
、

　

朱
雀
門
装
束
体
、

（
後
掲
指
図
１
）

（
後
掲
指
図
２
）

次
参
新
院
、
南
殿
懸
亘
御
簾
下
之
、　

上
敷
新　

敷
南
縁
、
自
庁
居
饗
、
折
敷
居
大
盤
上
、三
个
日

不
有
此
事
歟
、

内
蔵
頭
教
盛
朝
臣
・
左
京
極
大
夫
信
範
被
聴
内
昇　

、

或
僧
来
曰
、
近
曽
南
都
有
騒
動
、
加
賀
律
師　

縁
□

切
房
、
其
根
元
、
房
中
有
無
頼
之
童
、
号
侍
従
、
有
母
、
件
□

依
為
貧
賤
者
、
常
乞
請
巨
細
雑
事
於
律
師
、
而

上
下
輩
嘲
弄
之
蔑
如
之
、
童
深
恥
此
事
、　

□
□

書
置
消
息
、
晦
跡
逃
脱
了
、
経
両
三
日
之
後
、
泉
□
□

下
方
被
打
寄
、
於
件
河
上
方
潭
没
身
命
云
々
、
律
師
□

死
骸
、　

七
々
追
善
、
然
之
間
衆
徒
聞
此
事
、
房
中
之
輩

縦
雖
不
善
尤
可
制
止
、
為
一
宗
極
恥
也
、
称
律
師
過
怠
切

払
房
了
云
々
、

永
万
元
年
夏

　
　
　
　

�「
秘
閣
本
山
槐
記
永
万
元
年
六
月
条
ヲ
以
テ
対
校
ス
ル
ニ
、
閣
本
ニ

ハ
三
日
・
四
日
・
五
日
・
十
日
・
十
一
日
・
十
五
日
・
廿
五
日
ノ
簡

単
ナ
ル
数
条
ニ
止
マ
リ
テ
、
此
巻
記
事
更
ニ
見
ル
所
ナ
シ
、「
寛
」」

　
　
　

正
長
元
年
十
月
十
日
即
日
馳
筆
□
、

　
　
　
　

追
可
校
合
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議
左
中
将

「
右
山
槐
記　
　
　
　
　
　

一
巻

　
　

京
都
下
京
区
七
観
音
町
田
中
勘
兵
衛
蔵
本
、
明
治
十
九
年
八
月

　
　

編
修
星
野
恒
採
訪
、
明
年
九
月
影
写
了
、　
　
　
　
　
　
　
　

」

大
祓
事

〔
朱
〕

如
本

舎

〔
間
カ
〕

〔
着
〕

面

贖〔
物
カ
〕

神

官

贖〔
物
カ
〕

（12オ）（12ウ）
新
院
御
所
事

殿

畳

（13オ）

布
歟

教
盛
・
信
範
被
聴
内
昇
殿
事

（
平
）

〔
権
〕

殿

南
都
騒
動
事

玄

〔
被
カ
〕

〔
哢
㋖
〕

読

〔
取
カ
〕

修

（13ウ）

（
貼
紙
朱
書
）

ノ

（
朱
陽
刻
印
、日
下
寛
）

以
勧
修

本
寺

〔
畢
カ
〕

（
中
山
定
親
）

（14オ）

（
奥
書
）
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（
＊
㋖
扉
ア
リ
）

（
12
ウ
指
図
２
）

（
12
オ
指
図
１
）


